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論文内容要旨
目的)球問象牙質
化領域である。両者
 はない。
本研究では電子線
PDと比較して明らか
 ト(聾AP)を構成するCa,Pとプロテオ
材料と方法)7～14
の歯糊組織を含めて摘出した後,樹脂包埋,
樹脂包埋後,ダイヤ
 面に白金コ・一トを施し,EPMA分析を行った。
脱灰試料はパラフィ
 染色を行った。
結果)EPMA分析の
亙G(4.021±4.5
(i3.94±!.028wt%)
の順に低かった。
工G(0.142±0.024w
果から,PDと硲は
 ほとんど認めなかった。
考察)聾,TGL及び
 石灰化度が最も低く,TGLが3つ領
またCa/Pのモル比
 HAP結晶を含まないことが明らかとなった。
Sの分布とアルシア
た。PGがこれらの綴織の石灰化を抑制している可能
一方,TGLにはPGが
化に伴いPPが取り
灰化領域であると考
 ことが示されたる
またiGには保水性
 トレスの集中部位と一致
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審査結果要旨
球間象牙質(亙G)
域である。両者は
 い。
本研究では電子線
PDと比較して明ら
 (琶AP)を構成するCa,診とプロテオグ
7～翅ヶ月齢の雄性
を含めて摘出した後,樹脂包埋,または恥TA脱灰を行
樹脂包埋後,ダイヤ
 面に白金コートを施し,EPMA分析を行った。
脱灰試料はパラフ
 染色を行った。
EPMA分析の結果
>TGL>賂>PDの順
たアルシアンブル
 れた。一方,TGLにはPGはほとんど認めなかった。
IG,TGL及びPDは
 化度が最も低く,TGLが3つ領域の中で
またCa/Pのモル
 HAP結晶を含まない。
Sの分布とアルシ
た。PGがこれらの組織の石灰化を抑翻している可
一方,TGLにはPG
化に伴いPDが取り
灰化領域であると
 ことが示された。
また亙Gには保水性
トレスの集中部位と一致
本論文で萌らかと
歯科学に寄与する
 る。
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